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2

R とは？

 オープンソース＆フリーの統計解析用ソフト

【長所】
 関数電卓，数値計算，プログラミング，統計解析，グラフィックス
の機能があり，どの機能も充実している

 機能拡張が容易に行える

 使用人口が多いので，バグが少なく情報も豊富

【短所】
 EXCEL などの表計算ソフトに比べて GUI （マウス操作）の機能が
劣っている
⇒ R の命令をひとつひとつ覚えなければいけない…

 大規模なデータを扱う場合は多少骨が折れる
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R Commander とは？

 R Commander（アールコマンダー）は John Fox 教授
（カナダ・McMaster 大学）が開発した GUI 版 R のこと

 マウス操作で R を使うことが出来る！
（R の命令を覚えなくても R の出力が得られる！）

 2005 年頃より、関西大学の荒木孝治先生が主体と
なって R Commander のメッセージ翻訳がなされ…

 R Commander  はバージョン 1.1-1 より本格的に日本語化
された！
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本日のメニュー

 R，R Commander のインストール ←
R のインストール方法
R Commander のセットアップ方法

 R Commander の機能紹介
基本的な使い方

データの読み込み方法

簡単なデータ解析

グラフ機能の紹介

分布関数に関する機能

 etc...

 おまけ（R Commander に自作の機能を追加する概要）
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 Rのインストールはインターネット上から

「Rのセットアップ＋CART」に手順あり
⇒ http://cwoweb2.bai.ne.jp/~jgb11101/files/cart/cart.html

CRAN（筑波大学）から Rをダウンロードする
⇒ http://cran.md.tsukuba.ac.jp/

Rをインストールする

★「Rのセットアップ」で Google 検索して下さい

Rのインストール
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実行ファイル R-2.4.1-win32.exe をダブルクリック
⇒ http://cran.md.tsukuba.ac.jp/bin/windows/base/old/2.4.1/R-2.4.1-win32.exe

Rのインストール

※ R Commander のバージョンについて
⇒バグがほとんどない「Rcmdr 1.2-9」
を入れるため R-2.4.1 を使用しています
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インストールする場所を指定
（普通は何もせずに〔次へ〕）

インストールするファイルを選択
（全てチェックして〔次へ〕）

Rのインストール
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カスタマイズしますか？
（普通は何もせずに〔次へ〕）

スタートメニューへの登録画面
（普通は何もせずに〔次へ〕 ）

Rのインストール
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その他諸々・・・
（普通は何もせずに〔次へ〕）

しばらくするとインストール完了!

Rのインストール
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 「Rのセットアップ＋CART」
http://cwoweb2.bai.ne.jp/~jgb11101/files/cart/cart.html

にある「Rconsole」「Rdevga」「Rprofile.site」
をダウロードして，[C:¥Program Files¥R¥R-2.4.1¥etc]
にある同名ファイルに上書き

⇒文字化け防止策！！ 〔以上〕

Rのインストール
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 R のショートカット→「プロパティ」の「リンク先」に
--internet2 --sdi を追記

 R を起動した後，以下のコマンドを実行

install.packages("Rcmdr",
contriburl=contrib.url("http://cran.md.tsukuba.ac.jp/"))

 最後に R Commander を起動！

library(Rcmdr)

R Commander のセットアップ
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R Commander のセットアップ

[はい] を選択

[OK] を選択 [Japan(Tsukuba)]
を選択
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R Commander のセットアップ

起動！！！
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R Commander のセットアップ

①メニューから機能を選択
②スクリプトウィンドウには実行
した R のコマンドが出力される

③出力ウィンドウには，実行結果
が出力される

④メッセージにはエラーや警告が
出力される
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 R のショートカット→「プロパティ」の「リンク先」に
--internet2 --sdi R_DEFAULT_PACKAGES="Rcmdr"を追記

R Commander のセットアップ〔事後処理〕
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本日のメニュー

 R，R Commander のインストール
R のインストール方法
R Commander のセットアップ方法

 R Commander の機能紹介 ←
基本的な使い方

データの読み込み方法

簡単なデータ解析

グラフ機能の紹介

分布関数に関する機能

 etc...

 おまけ（R Commander に自作の機能を追加する概要）
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R Commander の機能紹介

 R Commander の機能を一挙紹介！
 ファイル操作

 テキストの編集

 データの入出力，データの編集

 統計量の算出，検定の実行

 様々なグラフ描画

 モデル解析

 分位点，確率点の算出，分布のプロット，乱数生成

 実行環境の設定機能，ヘルプ機能
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主に使用するデータ「iris」

Sepal.Length Sepal.Width Petal.Length Petal.Width Species

5.1 3.5 1.4 0.2 setosa

4.9 3.0 1.4 0.2 setosa

4.7 3.2 1.3 0.2 setosa

4.6 3.1 1.5 0.2 setosa

5.0 3.6 1.4 0.2 setosa

5.4 3.9 1.7 0.4 setosa

4.6 3.4 1.4 0.3 setosa

・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・

 フィッシャーが判別分析法を紹介するために利用したアヤメの品種分類
（Species：setosa，versicolor，virginica）に関するデータ
⇒ 以下の４変数を説明変数としてアヤメの種類を判別しようとした

 アヤメのがくの長さ（Sepal.Length）
 アヤメのがくの幅 （Sepal.Width）
 アヤメの花弁の長さ（Petal.Length）
 アヤメの花弁の幅 （Petal.Width）
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R Commander の機能紹介

Graphic by (c)Tomo.Yun (http://www.yunphoto.net)
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メニュー〔ファイル〕

 スクリプトファイルを
開く：R のプログラムファイルを開く

 スクリプトを保存，スクリプトに名前をつけて
保存：スクリプトウィンドウの内容をファイルに保存

 出力を保存，出力をファイルに
保存：ログウィンドウの内容をファイルに保存

 R ワークプレースの保存， R ワークプレースに名前をつけて
保存：R の現在の作業内容（データ，関数など）をファイルに保存

 終了：R Commander を終了する（R 本体は終了しない）
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メニュー〔編集〕

 ウィンドウをクリア：スクリプトウィンドウまたはログウィンドウの
内容を消去する（カーソルがある方のウィンドウが対象となる）

 切り取り，コピー，貼り付け，削除，全てを選択：（普通の編集機能）

 検索：カーソルがある方のウィンドウを対象として，文字列の検索を行う
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メニュー〔データ〕

 新しいデータセット：セル形式のウィンドウにデータを手入力する

 データのインポート：txt，SPSS，Minitab，STATA，EXCEL，
Access，dBase形式のデータファイルを読み込む

 パッケージ内のデータ：Rに用意されているサンプルデータを読み込む
 アクティブデータセット：解析用データセットの選択やデータの加工を

行う

 アクティブデータセット内の変数の管理：データの加工を行う
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メニュー〔データ〕新しいデータセット

スプレッドシートに
データを入力する
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メニュー〔データ〕データのインポート

「テキストファイルまたはクリップボードから...」
を選択
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メニュー〔データ〕データのインポート

 データセット名を入力する

 ファイル内に変数名（列名）がある場合はチェック

 欠測値の記号を指定する（通常は"NA"）
 フィールドの区切り記号（空白，カンマ，タブ，etc）を指定する
 小数点の記号（ピリオド or カンマ）を指定する
⇒ 読み込むことが出来るデータセットの種類は豊富！
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メニュー〔データ〕データのインポート

EXCELファイルのデータをコピーした後，
そのデータを R Commander に読み込ませる
ことも可（「クリップボード…」）にチェック！
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メニュー〔データ〕データのインポート

EXCELやAccessファイルの
データを読み込むときは，

①上記画像のメニューを
選択してデータセット名を入力

②読み込むファイル
を選択する



28

メニュー〔データ〕パッケージ内のデータ…

 パッケージ内のデータ

 R には，サンプルデータセットが多数収録されている！

 このメニューでサンプルデータの一覧を表示したり，
サンプルデータを読み込むことが出来る
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メニュー〔データ〕パッケージ内のデータ…

使うことが出来るサンプルデータ
の一覧（データの簡単な説明つき）
が表示される
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メニュー〔データ〕パッケージ内のデータ…

1. パッケージを選択
（普通はdatasetsを選択）

2. 使用するデータセットの名前
（ここでは iris）をダブルクリック

3. データセット名を変更する場合は
データセット名を修正
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メニュー〔データ〕パッケージ内のデータ…

読み込んだデータセット
を表示するときは，
「データセットを表示」
をクリック！

※読み込んだデータセット
を表示するときは，
「データセットの編集」
をクリック
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メニュー〔データ〕アクティブデータセット

 アクティブデータセット

 解析に使うデータセットを選択する

 読み込んだデータセットに関する情報を見る

 データの部分集合を切り取ったり，欠測値を除く処理を行う

 データセットをファイルに出力する etc...
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メニュー〔データ〕アクティブデータセット

使用するデータセットを選択
（ここでは irisをダブルクリック）
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メニュー〔データ〕アクティブデータセット

R のサンプルデータを使用して
いる場合は，データセットの
ヘルプを見ることが出来る
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メニュー〔データ〕アクティブデータセット

変数名を確認
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メニュー〔データ〕アクティブデータセット

データセット内の
変数を行名に
持ってくる

行名
↓
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メニュー〔データ〕アクティブデータセット

★ データセットから部分集合を切り出す

①切り出す変数を選択する
② 「部分集合の表現」に条件式を

入力する
③切り出した後のデータセット名を入力する
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メニュー〔データ〕アクティブデータセット

２つ以上の変数を
縦に結合する
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メニュー〔データ〕アクティブデータセット

欠測のある行（レコード，ケース）
を削除する
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メニュー〔データ〕アクティブデータセット

データセットをファイルに出力する
（テキストファイルのみ）

諸設定をした後...
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メニュー〔データ〕アクティブデータセット…

 アクティブデータセット内の変数の管理

 カテゴリデータ（因子データ）の再カテゴリ化や再順序化，
数値変数をカテゴリ変数に変換を行う

 カテゴリ変数の対比を定義する

 変数の追加や標準化，変数名の変更，変数の削除を行う etc...
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メニュー〔データ〕アクティブデータセット…

条件式を入力することで，
変数を再コード化する
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メニュー〔データ〕アクティブデータセット…

再コード化された変数



44

メニュー〔データ〕アクティブデータセット…

計算式を入力して，
新たな変数を作成する
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メニュー〔データ〕アクティブデータセット…

上から順に１，２，３，…
と連番が振られた変数を
作成する
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メニュー〔データ〕アクティブデータセット…

変数を標準化（Z変換）する
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メニュー〔データ〕アクティブデータセット…

標準化
された変数
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メニュー〔データ〕アクティブデータセット…

数値変数をカテゴリ（因子）
に変換する
（例→ 1：男，2：女）
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メニュー〔データ〕アクティブデータセット…

数値変数をいくつかの区分に
分けてカテゴリ（因子）化する
（任意の区分指定には未対応...）
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メニュー〔データ〕アクティブデータセット…

カテゴリ化された変数
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メニュー〔データ〕アクティブデータセット…

カテゴリ水準（因子水準）を
再順序化する
（例→「1：男」を「2：男」に修正する）
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メニュー〔データ〕アクティブデータセット…

カテゴリ変数（因子変数）
に対する対比係数を決める
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〔寄り道〕対比について

> contrasts(iris$Species)   # 処理（ダミー）対比
[T.versicolor] [T.virginica]

setosa                  0             0
versicolor              1             0
virginica               0             1

> contrasts(iris$Species)   # 等和対比（ゼロ和対比）
[S.setosa] [S.versicolor]

setosa              1              0
versicolor          0              1
virginica          -1             -1

> contrasts(iris$Species)   # ヘルマート対比
[,1] [,2]

setosa       -1   -1
versicolor    1   -1
virginica     0    2

> contrasts(iris$Species)   # 多項式対比
.L    .Q

[1,] -7.1e-01  0.41
[2,] -9.1e-17 -0.82
[3,]  7.1e-01  0.41

※ ユーザーが任意の対比係数
を指定することも出来る
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〔寄り道〕対比について

【参考】線形モデルによる解析

★ 「Petal.Length」の要約統計量

> summary(iris$Petal.Length)                     # 全体

Min. 1st Qu.  Median    Mean 3rd Qu.    Max. 

1.0     1.6     4.3     3.8 5.1     6.9 

> by(iris$Petal.Length, iris$Species, summary) # 種類別

INDICES: setosa

Min. 1st Qu.  Median    Mean 3rd Qu.    Max. 

1.000   1.400   1.500   1.462 1.575   1.900 

------------------------------------------------------------

INDICES: versicolor

Min. 1st Qu.  Median    Mean 3rd Qu.    Max. 

3.00    4.00    4.35    4.26 4.60    5.10 

------------------------------------------------------------

INDICES: virginica

Min. 1st Qu.  Median    Mean 3rd Qu.    Max. 

4.500   5.100   5.550   5.552 5.875   6.900 
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〔寄り道〕対比について

# 対比係数が「処理（ダミー）対比」の場合

> summary(lm(Petal.Length ~ Species, data=iris))
Coefficients:

Estimate Std. Err t value Pr(>|t|)    
(Intercept)           1.46200 0.06086   24.02 <2e-16 *** ← μse
Species[T.versicolor] 2.79800 0.08607   32.51 <2e-16 *** ← μve - μse
Species[T.virginica]  4.09000 0.08607   47.52 <2e-16 *** ← μvi - μse
---

# 対比係数が「等和対比（ゼロ和対比）」の場合

> summary(lm(Petal.Length ~ Species, data=iris))
Coefficients:

Estimate Std. Err t value Pr(>|t|)    
(Intercept)            3.75800 0.03514  106.95 <2e-16 *** ← μ全体
Species[S.setosa]     -2.29600 0.04969  -46.21 <2e-16 *** ← μse - μ全体
Species[S.versicolor]  0.50200 0.04969   10.10 <2e-16 *** ← μve - μ全体
---
Signif. codes:  0 '***' 0.001 '**' 0.01 '*' 0.05 '.' 0.1 ' ' 1

※ μ全体：全平均， μse ：setosa   の主効果
μve  ：versicolorの主効果， μvi ：virginicaの主効果

[ve] [vi]
setosa       0    0
versicolor   1    0
virginica    0    1

[ve] [vi]
setosa       1    0
versicolor   0    1
virginica   -1   -1
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メニュー〔データ〕アクティブデータセット…

変数名を修正する
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メニュー〔データ〕アクティブデータセット…

変数を削除する
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メニュー〔統計量〕

 統計量 → 様々な統計量の算出や検定の実行，モデルの作成が出来る
 要約統計量，頻度集計，相関係数の算出
 分割表の作成，分割表に対する検定
 平均値に対する検定（ｔ検定，分散分析），比率データに対する検定
 分散についての検定（F検定，バートレットの検定）
 ノンパラ検定（ウィルコクソン検定，クラスカル・ウォリス検定）
 次元解析（測定の信頼性，主成分分析，因子分析，クラスター分析）
 モデルの作成

【注】アクティブデータセットの構造により，実行できるメニューが
自動的に限定される
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メニュー〔統計量〕要約：要約統計量算出

Sepal.Length   Sepal.Width    Petal.Length   Petal.Width        Species  
Min.   :4.30   Min.   :2.00   Min.   :1.00   Min.   :0.1   setosa    :50  
1st Qu.:5.10   1st Qu.:2.80   1st Qu.:1.60   1st Qu.:0.3   versicolor:50  
Median :5.80   Median :3.00   Median :4.35   Median :1.3   virginica :50  
Mean   :5.84   Mean   :3.06   Mean   :3.76   Mean   :1.2                  
3rd Qu.:6.40   3rd Qu.:3.30   3rd Qu.:5.10   3rd Qu.:1.8                  
Max.   :7.90   Max.   :4.40   Max.   :6.90   Max.   :2.5 

データセットの要約統計量が出力される
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メニュー〔統計量〕要約：要約統計量算出

mean  sd 0% 25% 50% 75% 100%   n
3.8 1.8  1 1.6 4.3 5.1  6.9 150

要約統計量を求める変数を選択
（層別に求めることも出来る）



61

メニュー〔統計量〕要約：頻度集計

> 100*.Table/sum(.Table)

setosa versicolor  virginica 
33         33         33

> chisq.test(.Table, p=.Probs)

Chi-squared test for given probabilities

data:  .Table 
X-squared = 0, df = 2, p-value = 1

頻度集計する変数を選択

適合度検定を行う
場合は確率を入力
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メニュー〔統計量〕要約：欠測数の算出

Sepal.Length  Sepal.Width Petal.Length  Petal.Width      Species 
0            0            0            0            0 

データセットの欠測値の数が出力される



63

メニュー〔統計量〕要約：層別に統計量算出

Species
setosa versicolor  virginica 
1.5        4.3        5.6 

①層別変数（因子）と要約統計量を求める
変数（目的変数）を指定する

②求める統計量にチェックを入れる

層別の平均値が求まる
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メニュー〔統計量〕要約：相関係数

Petal.Length Petal.Width
Petal.Length         1.00        0.96
Petal.Width          0.96        1.00

①相関係数を求める変数を指定する
②相関係数の種類にチェックを入れる

相関係数が求まる
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メニュー〔統計量〕要約：相関検定

①相関の検定を行う変数を指定する
②相関係数の種類，対立仮説にチェックを入れる

検定結果が得られる

Pearson's product-moment correlation

data:  iris$Petal.Length and iris$Petal.Width 
t = 43, df = 148, p-value < 2.2e-16
alternative hypothesis: true correlation is not equal to 0 
95 percent confidence interval:
0.95 0.97 
sample estimates:
cor 
0.96 
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メニュー〔統計量〕分割表：２×２

Class
Age     1st 2nd 3rd Crew
Child   4   4   4    4
Adult   4   4   4    4

Pearson's Chi-squared test

data:  .Table 
X-squared = 0, df = 3, p-value = 1

①行変数と列変数を指定する
②検定手法等にチェックを入れる
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メニュー〔統計量〕分割表：多元分割表

行変数，列変数，コントロール変数を
入力することで多元分割表を作成する

, , Sex = Male
Class
Age     1st 2nd 3rd Crew
Child   2   2   2    2
Adult   2   2   2    2

, , Sex = Female
Class

Age     1st 2nd 3rd Crew
Child   2   2   2    2
Adult   2   2   2    2



68

メニュー〔統計量〕分割表：多元分割表

手入力で分割表を作成した上で，
その場で検定を行うことも出来る
（行数と列数を指定することも出来る！）
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メニュー〔統計量〕平均に関する検定

One Sample t-test

data:  sleep$extra 
t = 3.4, df = 19, p-value = 0.002918
alternative hypothesis: true mean is not 
equal to 0 
95 percent confidence interval:
0.6 2.5 
sample estimates:
mean of x 

1.5 

変数，対立仮説などを入力すること
１標本ｔ検定を行うことが出来る
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メニュー〔統計量〕平均，比率，分散の検定

前ページと同様の操作をすることで

•独立サンプル（２標本）ｔ検定
•対応のある（１標本）ｔ検定
•分散分析
•比率に関する検定
•分散の比の検定（F検定）
•バートレットの検定
•ルビーンの検定
を実行することが出来る
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メニュー〔統計量〕ノンパラ検定，次元解析

前々ページと同様の操作をすることで

•２標本ウィルコクソン検定
•対応のある（１標本）ウィルコクソン検定
•クラスカル・ウォリス検定
•スケールの信頼性（クローンバックのα）
•主成分分析
•因子分析
•クラスター分析
を実行することが出来る
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メニュー〔統計量〕モデル：線形回帰

Call:
lm(formula = Petal.Length ~ Petal.Width, data = iris)

Residuals:
Min      1Q  Median      3Q     Max 

-1.3354 -0.3035 -0.0295  0.2578  1.3945 

Coefficients:
Estimate Std. Error t value Pr(>|t|)    

(Intercept)   1.0836     0.0730    14.8   <2e-16 ***
Petal.Width   2.2299     0.0514    43.4   <2e-16 ***
---
Signif. codes:  0 '***' 0.001 '**' 0.01 '*' 0.05 '.' 0.1 ' ' 1 

Residual standard error: 0.48 on 148 degrees of freedom
Multiple R-Squared: 0.927, Adjusted R-squared: 0.927 
F-statistic: 1.88e+03 on 1 and 148 DF,  p-value: <2e-16

目的変数と説明変数
を入力する
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メニュー〔統計量〕モデル：線形モデル

線形モデル式を
作成する

変数をダブルクリック
して式に追加する

演算子をクリックして
式に追加する
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〔寄り道〕モデル式の書式

 モデル式の例（εは誤差項）
Y ~ X ： Y = a + bX + ε

Y ~ X1 + X2 ： Y = a + b1X1 + b2X2 + ε

Y ~ .： Y = （Y以外の変数を説明変数に） + ε

Y ~ X1 * X2 ： Y = a + b1X1 + b2X2 + b3X1X2 + ε（交互作用モデル）

Y ~ X1 + X2 + X1*X2 ： 上と同じ交互作用モデル

Y ~(X1 + X2)^2： 上と同じ交互作用モデル
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メニュー〔統計量〕モデル：一般化線形モデル

「一般化線形モデル」を選択すると
リンク関数を指定することが出来る
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メニュー〔統計量〕モデル：ロジットモデル

「多項ロジットモデル」や
「比例オッズロジットモデル」
を作成することも出来る
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メニュー〔モデル〕

 モデル → メニューの「統計量」→「モデル」で作成したモデルに
ついて詳細な検討を加えることが出来る

 モデルの要約

 信頼区間の算出

 仮説検定

 モデルの診断

 モデルに関するグラフ描画
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メニュー〔モデル〕アクティブモデルを選択

作成したモデルのうち
今から検討を加える
モデルを選択する
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メニュー〔モデル〕モデルを要約

Call:
glm(formula = Petal.Length ~ Species, family = gaussian(identity), data = iris)
Deviance Residuals: 
Min      1Q  Median      3Q     Max  

-1.260  -0.258   0.038   0.240   1.348  
Coefficients:

Estimate Std. Error t value Pr(>|t|)    
(Intercept)            1.46200    0.06086   24.02   <2e-16 ***
Species[T.versicolor]  2.79800    0.08607   32.51   <2e-16 ***
Species[T.virginica]   4.09000    0.08607   47.52   <2e-16 ***
---
Signif. codes:  0 '***' 0.001 '**' 0.01 '*' 0.05 '.' 0.1 ' ' 1 
(Dispersion parameter for gaussian family taken to be 0.1851878)

Null deviance: 464.325  on 149  degrees of freedom
Residual deviance:  27.223  on 147  degrees of freedom
AIC: 177.69
Number of Fisher Scoring iterations: 2

モデルの要約を表示する
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メニュー〔モデル〕計算結果をデータとして保存

モデル解析を行ったデータセットに
モデル解析で得られた統計量を追加する
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メニュー〔モデル〕信頼区間

2.5 %    97.5 %
(Intercept)            1.342720  1.581280
Species[T.versicolor]  2.629312  2.966688
Species[T.virginica]   3.921312  4.258688

信頼区間や尤度比統計量
ワルド統計量を算出する
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メニュー〔モデル〕分散分析表

Anova Table (Type II tests)

Response: Petal.Length
LR Chisq Df Pr(>Chisq)    

Species   2360.3  2  < 2.2e-16 ***
---
Signif. codes:  0 '***' 0.001 '**' 0.01 '*' 0.05 '.' 0.1 ' ' 1 

分散分析表を作成する
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メニュー〔モデル〕２つのモデルを比較

比較するモデルを選択する
（Devianceが得られる）

Analysis of Deviance Table

Model 1: Petal.Length ~ Species
Model 2: Petal.Length ~ Petal.Width
Resid. Df Resid. Dev  Df Deviance
1       147     27.223             
2       148     33.845  -1   -6.622
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メニュー〔モデル〕線形仮説

Linear hypothesis test

Hypothesis:
-Species[T.versicolor] + Species[T.virginica] = 0

Model 1: Petal.Length ~ Species
Model 2: restricted model

Res.Df  Df  Chisq Pr(>Chisq)    
1    147                          
2    148  -1 225.35  < 2.2e-16 ***
---
Signif. codes:  0    '***' 0.001 '**' 0.01 '*'

0.05 '.'   0.1   ' ' 1 

線形仮説の式を入力する
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メニュー〔モデル〕数値による診断

 モデルに関する様々な診断が出来る

 分散拡大要因

 分散の不均一性に関する検定

 ダービー・ワトソン検定

 非線形性のRESET検定
 ボンフェローニの外れ値の検定
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メニュー〔モデル〕グラフ

 モデルに関する様々なプロットを描くことが出来る

 基本的な回帰診断のプロット

 残差QQプロット
 偏残差プロット

 偏回帰プロット

 影響プロット

 効果プロット
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メニュー〔モデル〕基本的な診断プロット
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メニュー〔モデル〕残差QQプロット
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メニュー〔モデル〕偏残差プロット
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メニュー〔モデル〕偏回帰プロット
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メニュー〔モデル〕影響プロット
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メニュー〔モデル〕効果プロット
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